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論文内容の要 1::. 国
〔目的〕
肺循環と肺換気力学との関係についての検討は、主に心不全患者の肺弾性抵抗について行なわれ、
呼吸系粘性抵抗についての検討は乏しい。肺循環系は、 low pressure system であり、他の low
pressure system と同様血液貯留槽として働いていると考えられる。このため体内血液量の変動は、
当然肺内血液量を変動せしめ、肺循環や肺換気力学にも影響すると考えられる。しかるに、体内血液
量の変量によって生ずる肺換気力学の変化及び、その機構についての系統的な研究は少なく未知の事
柄が多い D 著者は、犬を使用して、右心房位で、、段階的な出血輸血を行なった場合の出血量と肺換気
力学との関係を検討し、特に出血輸血量と呼吸抵抗とがきわめて密接な規則正しい関係にあることを
見出した。そこで呼吸抵抗が静脈側に於ける体内血液量の変動の指標となし得る点に注目し検討した。
同時に、出血輸血による呼吸抵抗の変化の発生機転の理論的な解明を試みた。
〔実験方法〕
8 ~14kgの成犬を Pentobarbital 静注麻酔し、自然呼吸下に実験を行なった。血液は heparin 加し、
出血輸血は、右心房内に挿入した心臓カテーテルを介して行なった。出血輸血量50cc ごとに、 Oscilla­
tion 法によって呼吸抵抗(以後RRと略す)を測定し、その他肺コンブライアンス (CL と略す)、肺動
脈圧、動月永圧を測定した。又あらかじめ Dibentyline ， Propranolol, Atropine 投与により自律神経を遮
断しておいた状態で同様に、出血輸血時上記測定を行なった。その他出血輸血時の肺内血液量の変化
を、色素稀釈法で測り、肺機能的残気量 (FRC) を He 稀釈法で測定した。
〔実験成績〕
RRは、出血と共に低下し、出血量200ccで、平均20%の低下がみられ、出血後の再輸血でほぼ対照値
に復帰した。輸血の場合、 RRは上昇し、 200ccの輸血で、24%の上昇を示し、輸血後出血させると、も
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との値に復帰した。出血輸血量と RR との関係を回帰直線で示すと、 Y (RR: CmH20 / L / S)= 
o .0046X (出血輸血量cc) +4.79なる正の相関があり、出血後再輸血、輸血後出血の場合もほぼ同じ
傾向を示した。 CLは、輸血時低下して300cc輸血で30%の低下を示したが、出血時には有意の変化を
示さなかった。肺動脈圧は、輸血時と、輸血後出血時の経過に histeresis がみられたが、出血輸血量
と正の相関を示した D 動脈圧は、出血量とは正の相関がみらたが、輸血時には、輸血量とは密接な平
行関係はみられなかった。肺内血液量は、右心房よりの出血時、減少がみられ、輸血時は、増加が有
意の差でもって認められた。 FRC は、出血時に増加、輸血時に減少を示し、出血輸血量とは負の相関
関係を示した。
自律神経遮断状態に於いて出血輸血を行なうと、 RR， CL の変化は、非遮断時と本質的には異った
傾向を示さなかった。しかし変化の程度が異り、 Dibentyline を投与しておいた場合は、出血による RR
の低下が著しいのに対して、 Propranolol を投与しておくと、輸血による RR の上昇、 CL の低下が著
しかった。
〔総括〕
以上の測定に於いて、出血輸血量と RR が最もよく相関していることが知られた。osc ila tion 法は、
生体の Steady state を変化させることなく連続的に直ちに測定できることから、 RR は出血輸血によ
る肺循環の急性変化をよくあらわしていると思われる。このように RR が体内血液量の変動に対して
規則正しく変化したことから考えると、 RR は静脈側に於ける体内血液量変動の指標と出来る。この
指標は、血液量変動による RR の経過に histeresis がみられなかった点で、肺動脈庄より優れている
と考えられる。出血輸血による RR の変化の発生機転については、 Isoproternol ， A tropine 投与によ
って気管支が弛緩した状態に於ても、出血輸血によって RR が変化したこと、自律神経遮断状態に於
ても、非遮断時と同じ傾向を示したことは、自律神経反射による気管支収縮拡張のようなものは、起
っていないと考えられる。又出血後再輸血、輸血後出血を急速に行なっても、 RR がすばやく追従し
たことは、肺水腫、気管支壁の浮腫その他器質的な変化は起っていないと考えられ、体液的な反応、も
除外できると思われる。又肺動脈圧の変化が RR の変化の原因とも考えられない、これは両者の聞に
histeresis がみられたことからも明らかである。出血時、 RR の低下とともに、肺内血液量が減少し、
肺 FRC が増加したこと、輸血時 RR の上昇とともに、肺内血液量が増加し、肺 FRC が減少した成績
から、やはり肺内血液量の増減が、肺胞、気管支腔を減少増加させ、この事柄が、 RR の変化の原因
となっていると考えられる。 Dibentyline 投与によって、心肺に血液が減少する状態で、出血時の RR
の低下が著明で、 Propranolol 投与によって心肺に血液が増加する状態で、輸血時の RR の上昇が著
しかった事は、肺内血液量の増減が、機械的に RR に変化を与えることが発生機転である事をより明
瞭に示している口
CL については、なおくわしい検討を要すると思われる。
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論文の審査結果の要旨
大量出血輸血を比較的急速に行った場合の肺循環と肺換気力学について、 52頭の雑種成大を使用し
て検討した。出血輸血は、右心房内挿入した心臓カテーテルを介して静脈側より行い、一定血液変量
ごとに、呼吸抵抗、肺コンブライアンス、肺動脈圧、動脈圧、肺内血液量、肺機能的残気量を測定し
た。又自律神経遮断状態に於て同様の実験を行った。そして次の様な結果が得られた。
1. 右心房よりの出血は肺内血液量を減少させ、右心房への輸血は、肺内血液量を増加させた。
2. 右心房よりの出血は、呼吸抵抗及び肺動脈圧を低下させ、右心房への輸血は、呼吸抵抗、肺動
脈圧を上昇させた。それ故呼吸抵抗、肺動脈圧の変化は、静脈側での体内血液量の変化の指標となす
ことができる。しかし肺動脈圧と出血輸血量との関係にはヒステレーシスがみられたことから、呼吸
抵抗の変化の方がより正確な血液量変動の指標となり得る口
3. 肺コンプライアンスは、輸血時には、低下したが、出血時には、肺コンプライアンスと血液量
の変化との聞には一定の関係はみられなかった。
4. 出血輸血によってもたらされる呼吸抵抗の変化は、肺内血液量の変化による機械的な影響が、
肺胞気管支系に与えられるために起るものであり、出血輸血によってひきおこされる自律神経反射の
結果起るものではない。又肺胞気管支系に器質的な変化が起ったり、体液的な影響によるものでもな
1,,'.\ 0 
-131 -
